
書式第 12号 (法第 28条関係 )

2023年 度  事 業 報 告 書
2023年 4月 1日 から 2024年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 シャプラニール=市民による海外協力の会

1 事業の成果
海外では、複数の事業が終了年度を迎え、評価を行うとともに、新たな活動の立案や実施に向けた準

備を行った。国内では、新たな取り組みとして、東京都新宿区で多文化共生コミュニティスペース「マ

ザリナ」の運営を開始し、メディアヘの情報発信にも力を入れた。COVI卜 19が収束に向かい、全国訪問
やボランティア受け入れや対面でのイベントや講座開催などを本格的に再開した。財政的には円安の影

響や物品寄付の減少等により非常に厳しい 1年となった。

O海外活動

(子どもの今を支え、明日を守る)

バングラデシュでの家事使用人の少女支援事業では、グッカ市内で運営していた3つの支援センターを順
次、地域住民団体等に移譲することができた。新パートナー団体のASDと ともに2024年度から開始する新
事業の立案を行った。「家事使用人の権利保護および福祉政策2015*」 の法制化をめざす活動では、子どもの

権利に関する議員団や国家人権委員会との会合を通じ働きかけを行ったほか、イベントやメディアを通じた

情報発信を行った。また、バングラデシュの児童労働削減に関心をもつ複数のNGOと のプラットフォームづ

くりに着手した。また、バングラデシュの少数民族の子どもたちと中洲地域に暮らす子どもたちを対象とし

た初等教育普及事業でも終了時評価を行った結果、両地域で住民の教育への関心が向上し、自主的な取り組

みにおいて大きな変化がみられた。少数民族の子どもたちについては就学率10帆を達成した一方、中洲地域

では事業の継続が必要と判断したが、財政難のため2025年度以降の実施をめざすこととなった。 ネパー
ルでは、児童労働削減プロジェクトの終了時評価を行い、行政と連携した児童保護機能の強化やハイリスク

児童の個別支援などにより、大幅に児童労働が減少したことを確認できた。

(災害に強い地域づくり)

バングラデシュでは、サイクロン常襲地域でジェンダーに配慮した防災事業の立案を進めたほか、ハオー

ル地域 (湿地帯)での活動を検討するための情報収集を行った。 ネパールでは、平野部モラン郡の複数の
河川の洪水が頻発する地域で、流域管理に基づいた防災と水資源管理の事業を開始。コミュニティと地方行

政の災害管理能力強化や学校での防災研修を行うと同時に、洪水対応インフラの設置支援・維持管理を進め

た。

(社会からの孤立を防ぐ)

バングラデシュでは、青少年グループをチェンジメーカーとした気候変動対応事業が9月 で終了。連続講
座やイベントに多くの青少年が参加し、地域でも自主的に啓発活動が行われた。 ネパールでは、若年層を
取り巻く社会課題への理解を促すことを目的に、若者支援を行う現地N∞ や若者グループヘの間き取りを行

い、支援の可能性を探った。 日本では、9月 に新宿区百人町に多文化共生コミュニティスペース「マザリ
ナ」を開設。在住外国人*と 地域のつながりを深め、孤立を防ぐ活動の拠点をつくることができた。また、
フードパントリー (食料配布支援)・ 生活相談会を実施。相談者の必要に応じて区役所への同行支援などを

行った。さらに、新宿区の日本人区民を対象に、「『わたしの隣の外国人』を知る・つながる連続講座」を実

施した。

0国内活動・広報

(ファンドレイジング)

多文化共生、気候変動・防災をテーマにクラウドファンディングを行った。ステナイ生活では生活協同組

合など大規模回収の連携先を増やし、キャンペーンの実施時期を早めるなど工夫したが、災害報道等の影響

によるメディア掲載の見送りや掲載時期の遅れにより厳しい結果となった。東京マラソンでは国内外から31

名のチャリティランナーが参加し、活動の認知度拡大と大きな寄付につながった。

(市民参加・クラフトリンク)

COVID-19の影響から脱し、ボランティアの受け入れや対面イベン トを本格的に再開した。ユース・チー
ムによる年 2回のフォーラムには、中学生から大学生が参加し、体験型で国際協力を学んだ。事務所でのポ

ランティアヘも感染対策の条件をなくし、ステナイ生活やクラフ トリンクの活動にのべ1,400名 ほどのポラ



ンティアが参加した。フェアトレード、児童労働等をテーマとした講座を開催したほか、外部イベントにも

積極的に出展した。

フェアトレード事業については円安等による原価高で収支が厳しい状況は変わらないが、対面販売の機会
が増えたことなどから全体売上は日標額を上回った。ネパールの珈琲農園で生産されたスパイスを使った
「香るチャイマサラのまんまるクッキー」を新発売した。SNSで拡散された「フェル トマスコットイエテ
ィ」は即時完売の人気となった。

(広報)

シャプラニールの認知度を上げ、価値観を広めるため、活動紹介動画の刷新、多文化共生事業の紹介パン

フレットを作成した。また、支援者に適切に情報を届けるため、情報発信に関するアンケー ト調査を実施

し、会報誌の内容や発行頻度などを見直すこととした。多文化共生コミュニティスペース「マザリナ」の開

設に合わせ、取材協力に力を入れたほか、2月 にクラフトリンクの商品「フェル トマスコットイエティ」が

SNSやTVで注目された機会をとらえ、新たな支援者層につなげるための情報発信を行った。

O組織運営

代表理事と職員が各地で支援者と対話の機会をもった全国訪間を行った。財政的には、円安や補助金の不

採択、物品寄付の減少等により、非常に厳しい決算となった。 C7サ ミット等への参加や、開発協力大綱
の改訂にあたリパブリックコメントを提出するなど、アドポカシー活動にも積極的に取り組んだ。ジェンダ

ー・ポリシー案、性的虐待やハラスメント対応のためのPSEAH*ガイドライン案を準備したが、策定は2024

年度に持ち越した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

従事

者

の人

数

受益対象者

の範囲及び

人数

事業費の

金額 (千

円)

実施

日時
実施場所事業内容事業名

家事使用人

として働 く

少女、約 100

人

2,085通年

バングラデシ

ュ・ダッカ市
家事使用人を対象とした支援センター

をダッカ市内 3か所にて運営。基礎的

な教育や技術研修を実施。

2,320
市民、1,310

万人
通年

バングラデシ

ュ・ダッカ

市、全国

家事使用人保護に関する法令が適切に

実施されるよう行政への働きかけ及び

コミュニティラジオ等による啓発活動

50,003

対象地域の

児童、約

12,000人
通年

バングラデン

ュ・グッカ

市、ノルシン

ディ県、デイ

ナジプール県

初等教育から取り残されている子ども

たちが、教育を受ける権利を得る教育

環境の実現を目指し、教育環境の改

善、ア ドポカシー等の各種取組み

対象地域の

住民、約

18,000人

18,629通年

ネパール・マ

クフンプール

郡他

児童労働撲減に貢献することを目的

に、児童の権利保護に関する行政の活

性化を促す活動や児童労働・虐待等に

関する電話相談事業の支援

在住外国

人、約 50世

帯

3,435通年

日本・東京在住外国人を対象とした課題解決の取

り組み・食料支援や相談業務等

生活向上の

機会を著し

く奪われて

いる人々の

問題解決ヘ

の協力事業

被災地の住

民、約

12,000世帯

811通年

バングラデン

ュ・クルナ県
サイクロンアンファン被災地の貧困世

帯を対象とした復旧支援事業

洪水・土砂

崩れ常襲地

の住民、約

1,020世帯
(約  5,000

人)

115,244通年

ネパール・モ

ラン郡ウルラ

/｀ り市

河川流域管理の概念に基づいた洪水防

災と水資源管理プロジェク ト:コ ミュ

ニティ、区、市の災害管理委員会の能

力強化 と連携強化、学校における防災

教育、流域治水に基づくインフラ設置

等の諸活動につよリコミュニティの総

合的な発展を目指す

災害その他

の緊急事態

に対する救

援、復興協

力および防

災事業



サイクロン・モカ被災支援活動

緊急支援物資配布
2023年

5月

バングラデシ

ュ・ コックス

パザール県

サイクロン

被災者

約 720世帯

142

(2)その他の事業

通年

バングラデシ

ュ・クルナ県
対象地域の

青少年、約

3,700人

3,058

現代社会の

諸問題の啓

発および間

題解決に向

けた政策提

言事業

青少年グループをチェンジメーカーと

した気候変動対応事業

通年

バングラデシ

ュ、ネパー

ル、日本

バングラデ

シュ及びネ
パールの生

産者、約

5,000人

22,869

生活向上を

めざす人々

が作る生産

物の普及ま

たは紹介を

通じた雇用

創出事業

フェア トレー ド事業 :バングラデシュ

およびネパールの貧困層が製造した手

工芸品を輸入販売することにより、現

地での雇用創出や国内での文化紹介を

`了

う。

日本

6,721
開発教育活動 :講演会・ ワークショッ

プ開催、開発教育教材製作・販売、ス

タディツアー等の実施、講師派遣等

通年
開発教育に

関する事業

事業名 事業内容
実施日

時
実施場所

従事者
の人数

受益対象者

の範囲及び

人数

事業費の

金額 (千

円)

実施しなかった



書式第 13号 (法第 28条関係)

1

2023年度 活動計算書
2023年 4月 1日から2024年 3月 31日まで

螢症」」:L■1漬]biL△、シ主二盪L:==ルニ
=二
1塾」:」1ニユ協2」コ2全

275,048,394

72,430,886

1.受取会費
正会費
賛助会費
2.受取寄付金
一般寄付
マンスリーサポー ト
物品寄付
基金・指定寄付
緊急救援募金
3.受取助成金等
外務省無償資金
民間助成金
4.事業収益
クラフト商品販売
国内活動収益
知的貢献活動収益
5.その他収益
受取利息
雑収入
経常収益計
Ⅱ経常費用
1.事業費

(1)人件費
給与・賞与
臨時雇賃金
通勤手当
法定福利費
退職綸付費用
役員報酬
その他人件費
人件費計

(2)その他経費
海外プロジェクト費
国内活動費
商品売上原価
緊急救援活動費
運搬費
広報宣伝費
会議費
旅費交通費
業務委託費
手数料
諸会費
出店料
商品開発費
研修費
地代家賃
水道光熱費
通信費
消耗品費
租税公課
新聞図書費
賃借料
保険料
修繕費
滅価償却費
貸倒損失等

116.659.9931

637,9081

7.647,687.

141,900
582,900
900,571
1,756,321

7,789,910
1,385,685
4,966,876
69,587
216,727
25,539
103,997
4,344,375
323,841
492,632
1,196,688
1,178,019
19,167
120,418
688,038
626,741
618,914
▲215,279

科 目

8,681,000
3.599,000

20,274,946
28,132,300
351007,641
13,314,093

5.000

136,910,413
6.324,733

17,`“45,727
696,235
997,685

12,280,000

96,813,980

143,235,146

19,139,647

579 621
66.267
3.513,354

55,885,137
4,3021801
1,313,933
7,810,057
1,088,066
1,767,000
263,092



書式第 10号 (法第 28条関係)

雑費
その他経費計
事業費計
2.管理費

(1)人件費
給与・賞与
臨時屋賃金
運動手当
法定福利費
退職綸付費用
役員報酬
その他人件費
人件費計

(2)その他経費
広報宣伝費
会臓費
旅費交通費
手数料
諸会費
研修費
地代家賃
水道光熱費
通信費
消耗品費
租税公課
新聞□書費
賃借料
保険料
修繕費
減価償却費
雑費
その他経費計
管理費計
経常費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産

次期線越正味財産

2023年度 活動計算書
2023年4月 1日から2024年 3月 31日まで

」函饉上塵慶嘘置勁」晏ゝ シ主フ生L=L坐二童垣uLと登鹿酸」乱ヵ口≧色

107 015

225,317,056

71 146 904
296 9603

152 170

25,485,210
4,242,686
1,353,033
5,229,116
899,108
1,233,000
407 462
38,849,615

10,462,173
899,715
1,128,814
8,423,057
474,000
75,150
2,451,402
120,547
2,784,916
2.540,384
2,620,520
15,880
102,876
89,025
81,488
42
27 300

70 000
▲21,415,566

105 701 779
▲21,485,566

■■■田四厖国

84.216.213



書式第15号 (法第28条関係)

2023年度 貸借対照表
2024年 3月 31日現在

壺菱ヨL:豊:団丘コ1鵬lL`生12生:乏三二
=:」
こ童』:ユ:ユ|し:國i屋1庄」i」:匹:≧負

科 目

124,450,714
372,669
5,471,200
2,9991339
53,082
52,190
675,800
570,505
415,777
4.388.748

14,638
1,471,796
1,486.434

ｎ

〕

ｎ

一

583,627
18,106,559
9,940,092
28,630,278

139,450,024

70,287,693

30 116 712

15 062 830
85,350,523

“

216 213

15,875
8,895,965
5,9861743
51,418,369
110,700
29,449
119,930
159,900
70,000
3,4801762

10,7671084
1,495,746
2,800,000

105,701,779
▲ 21,485,566

169.566.736

1資産の部
1.流動資産
現金預金
売掛金 (注 )
有価証券
商品
貯蔵品
立替金
未収金
前払費用
仮払金
前払金
流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産
車両
什器備品
有形固定責産計
(2)無形固定資産
ソフトウェア
無形固定資産計
(2)投資その他の資産
敷金
退職積立預金
みらいファンド積立預金

投資その他の資産計
固定資産合計

資産合計
Ⅱ負債の部
1.流動負債
買掛金
未払金
未払費用
前受金
預り金
預り社会保険料
預かり源泉所得税
預り住民税
未払法人税等
賞与引当金
流動負債合計
2.固定負債
退職綸付引当金
指定寄付引当金
みらいファンド預託金
固定負債合計
負債合計
Ⅲ正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
正味財産合計
負債及び正味財産合計

(注 ) 掛金の貸倒引当 は71,672円で る。



書式第16号 (法第28条関係)

2023年度 計算書類の注記

生2日騒盟国餞△2じ盪二
=ル
」』L上団塑圏翅Ω全

(1)●口彙菫0,●綽 ■び,●方は
●●■自の

…

は●●●■により.'■方菫は●,鉤餞によつています。
9)口定貴壼0■●●コ方=菫人籠菫●■2にこづいて.有

"●
2■こは定亭

=で
、●●口た■産は定ロニで●コしています。

(3)■●綸付:1●●●■■■■
■■の■●●仕に●えるため.当

"ネ
における■●●付■■に■づ譜

“

ネに,生しているとBめら

“

全口を計上しています。なお■●綸付●■は翔末自己●合■■綸贖に3づいて
■■しています。
(4)■■●●●●訃肛理
用彙●●0会計●理は、1巴邁饉■方式によつています.

1 ■■な会計方針
計,●日の十膚は.口0毬大会計

`●
(201GH:7月 20日 2o,7年 12月 12日―●●工 NPO菫人会計二■

`■
■)によっています。

2.事彙
"n■
の状況

,■
"饉
奎の■2は以下の■りです.

■目 ●●

“

円 ●■

“

円 合計

:11■ 1嘔
1_■取全費
2.曼摯■●●
3彙壼助●●●
4●彙収●
|そ の他収薔
■■●■計
Π饉鸞費用
(1)人件彙
綸与・■与
嘔

“

層■,
■■手彗
饉定●祠費
■●綸付費用
■■0日
その個人

「
■

人件口
"(2)その観 ■

"外
プロジェクト費
■n■●●
口品売上

「

■
口

"■
は看■■

■●■
広颯菫仁■
■●■
饉壼貪洒彙
彙]●屁彙
手■●
■會ロ
出自●
由贔口,彙
●●彙
亀代口,
水■光麟彙
■0■

"義
品費
●●公ロ
0ロロ■■
■0●
■崚氣
●●■
■

“

鯨
貴憫損失●
●彙
そ0他饉■計
●■費用計
当日●■●コ■

0
835.0● 0
1●.2●146

0
3.182.210

0
0
0

696.25
0
17.446.727
37715

0
6.000
0
0
0

0
0
0

037.田6
0

0
840.∞ 0
143.26.146
10.1130.647

3.560.063

12.2∞ .α
"05.0■ .g拗
0
0

10.瞑B

12.2Ю .αЮ
96.313.(1)0

1■.お5.1“
19.130.“7
3.57● 1,21
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3.使途●が劇的された寄付●の内訳

●●●

““

●された●付●の内
"は

●下●とおりです。■■人の工■財産は
“
.213.213円ですが.そのうち33.074.037円はス●●饉居●に.20“Юμ2円は●サロ●■■ (みらい

'ア
ンド)|■●用

される●自です。したがつて●●が
"的
されていない正暉け■‐ .■出

`“
円です.

円 3 ■
=墨`

■■●コ● ■■ヨ」囲■ ロス■■

“
子 どもの

“

會 3.“0.“7
僣 EI付 (■●C用 人■

=■
, Q7710つ0 9.771● 3(

■足薔● (みらいファンド, 20.314000 ロネヨ■のうち.1.337万 円に 駆 ,I用■,と し

E3■■●● 34.110.337 5.∞0 141.3α 33.974.037

“

ネ,■のうち.240万 円は,口
「

入■,と して■当
しています_

三薔薔事 (● ) ココロ曼0と していたものモ■月■■,■
ヨ合・■のカンパ
菫●●用人として●く少女たちの■

"を
守るためのアドネカシーキャ

0∞.∞Ю 0∞.∞●

UAゼ ンセン
チャイルド・ヘルプ・ライン●菫

2.000.∞ロ 2.0● 0.αX 0

重I●
●宿日における●口任の高い在住外□人のためのフー ドバントリーを

菫口とした生活
=饉
、および、地崚とつながる日場所メ リ●彙

31.0∞ 31000

01:目
令和5年■●●■●●●咸全・―■,●助咸 在住外目人i饉●● 3“.CЮЮ 3田.OЮ0

(■■)中央共口薔
"

`盲
区における●■性の出い在住外■人のための生層支饉ユび●■と

(―財)輸 ■コミュニティレロ
在住外■人と

“

とがつながる0文化コミユニティスペースづくリ
1“.0" 155.α
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外ヨ
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日本N00■0●●■●日カ
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前●11曼全としていたものを当
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菫計上 (■しこ

■0見込口200¨円を●餘).
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ホNGO■●●■■●●カ
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'と

ソーシヤルワークを■した兄菫,●

“

■,ユ                         _
103.“ 7 103.057

●●■入口
".44〈
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4.固定貴産の増
=内
訳
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5.みらいフアンド薇託金の増
=内
訳

6.使n●が

“"さ
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書式第17号 (法第20彙関係)

2023年度 財産目録

"24年
3月 31日現在

螢工餞二」活コl」Uld21」とき:=」堕コロ:菫Lム:LiE」幽り:ビ121L

科 目

503,200
3∞ 405
12.076,275

03.360,300

0,753.006

4.683,000

".∞
7

2165,122

o.414.504

372,000
5,471,200

2.990.300

".00252.190
510.000
1“ .000
212.005
04.012

00,420
70,003
50,400
ら ,“5
415,777
220.500
3,004,007

295,101

14.630

1.471.700

1.4“ .4“

271

327,450
250.177
10.10{6.550

_9,949`コ 22

139,450,024

30 116 712
169.ま〕6.736

15,875

4.000.000

1.000.000
491.0●5

2125.310

■:7.“6
1.101.745

2,920.003

2.500.714

173,043
380,103
49,731.2(30

1.000,(Ю 0
●10.∞0
107.100
110,700

29,“ 9

110,000

150.000
70,000
3.4oO.702

10,767.084

1.406.740

2.000.000

70.2o7.003

15.002.030

16“ 0●23
B4_216213

:責産の部
1.まn責産
現金績全 ■,

現0(海外事薔所)
ゆうちょ餞行
三■uF」 盤行
三井住友彙行

:k)na“ Bmk(海外事務所)
Jコ1●● Bョlk(海外事務所)

Du■‐日●●la nェ:k(海 外事務所)
N:"il Bank(海 外事務所)

売掛金 (注 )
有価証券
商品
貯菫品
立替金
未収金

野村證勢く株 )

前払費用

未収■■税
その他
三井住友嘉上火災保瞼〈株 )
日新火災海上保険 (株 )
(株ЖDDIウェプコミュニケーションズ
ソリマチ(株 )
ピー・シー・エー (株 )
その他

仮払金
前払金 国内●藉所分

海外事覇所分 プロジェクト■

海外事務所分 その他
流動責産合計
2.固定貴産
(1)有影固定責産
車両
什薔●呂
有形固定責産計
(2)彙 静固定資産
ソフトウェア
無形固定■産計
(3)投資その他の資産
敷全保■

'

踊臓
薇全

費産合計
薔量121'・

塵針

(公財)早稲田●仕ロ
海外事務所分
(株)三■UFJ饉行
く株)三菱υFJ銀行

|■■の部
1.議動負債
貫掛金
未払金

麓ラ:蜂務_
塞:署所
::鰐:饉Fア財団
その他

未払費用

前受全

預り●
...17

重
:|[員
:崎
場

2.言::::I
:日腱
rい

争雙翼部
屁金

_味財産
く,」::) の 引 当 672円



書式第 18号 (法第 28条関係 )

2023年度 年間役員名簿

2023年 4月 1日から 2024年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人シヤプラニール=市民による海外協力の会

役名 氏名 就任期間
報酬を受けた

期間

理事 下澤嶽
R5年 4月 1日 ～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

理事
日比野志津代

(吉富志津代)

R5年 4月 1日 ～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

理事 子島進
R5年 4月 1日 ～

R6年 3月 31日
年 月 日～

年 月 日

理事 坂口和隆
R5年 4月 1日 ～
R6年 3月 31日

R5年 4月 1日～
R6年 3月 31日

理事
佐藤麻衣

(権名麻衣 )

R5年 4月 1日～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

理事 大西靖典
R5年 4月 1日 ～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

理事
野口真弓

(村山真弓)

R5年 4月 1日 ～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

理事
柴田麻理子

(後藤麻理子 )

R5年 4月 1日～
R5年 6月 24日

年 月 日～

年 月 日

理事 定松栄―
R5年 4月 1日～

R5年 6月 24日
年 月 日～

年 月 日

理事 石漱正人
R5年 4月 1日 ～

R5年 6月 24日
年 月 日～

年 月 日

理事 自幡利雄
R5年 6月 24日 ～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

理事 田中清平
R5年 6月 24日 ～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

監事 冨田さとこ
R5年 4月 1日～

R6年 3月 31日
年 月 日～

年 月 日

監事 岩城幸雄
R5年 4月 1日 ～
R6年 3月 31日

年 月 日～

年 月 日

監事 穂積智夫
R5年 4月 1日 ～

R6年 3月 31日
年 月 日～

年 月 日

以下余白



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

2024年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人シャプラニール=市民による海外協力の

氏  名

下澤凛

2 子島進

3 坂口和隆

4 岩城幸雄

佐藤麻衣

(椎名麻衣)

大西靖典

野ロニ弓

(村山真弓)

日比野志津代

(吉富志津代 )

自幡利雄

10 田中浩平




